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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
和
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
四
季
ご
と
に
色
を
変
え
る
自
然
に
囲
ま
れ
、
地
域
ご
と
に
育
ま
れ
た
行
事
や

作
法
、
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
新
年
を
祝
う
こ
と
が

で
き
る
こ
の
雲
南
市
の
豊
か
さ
を
味
わ
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
７
月
豪
雨
災

害
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
に
な
い
試
練
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
令
和

４
年
は
、
こ
れ
ら
の
試
練
か
ら
立
ち
上
が
り
、
経
済
の
回
復
や
災
害
復
旧
を
進

め
、
地
域
に
活
力
を
取
り
戻
す
「
復
興
元
年
」
と
な
る
こ
と
を
祈
念
す
る
も
の

で
す
。

　
現
在
、
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
順
次
発
注
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
被
害

箇
所
も
多
い
こ
と
か
ら
完
全
な
復
旧
ま
で
は
相
当
の
期
間
を
要
し
ま
す
が
、
耕

作
に
必
要
な
利
水
等
の
応
急
対
応
な
ど
を
行
い
今
年
の
作
付
け
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
復
旧
工
事
に
係
る
自
己
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
さ
ら
に
、
小
災
害
な
ど
の
被
害
に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
単
独
事
業
と
し
て
、

き
め
細
や
か
な
支
援
措
置
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
回
復
に
向
け
、
島
根
県
の
支
援
策
に
併
せ
、
本

市
独
自
の
支
援
事
業
を
行
い
、
市
内
事
業
者
の
事
業
継
続
お
よ
び
地
域
経
済
の
業

況
回
復
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
、
雲
南
市
桜
ま
つ

り
を
盛
大
に
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
永
井
隆
記
念
館
な
ど
、
既
存
施
設
の
活
用
も
図
り
な
が
ら
一
層
の
観
光
振
興

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
心
を
一
つ
に
、
一
緒
に
復
興
に
向
け
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。

　
令
和
12
年
に
島
根
県
で
開
催
さ
れ
る
第
84
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
お
よ
び
レ
ス
リ
ン
グ
の
会
場
が
雲
南
市
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
、
地
域
の
皆
様
や
経
済
界
な
ど
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
開
催
種
目
は
も

ち
ろ
ん
、
広
く
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
推
進
し
、
大
会
後
も
「
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）」

と
し
て
の
成
果
が
残
る
大
会
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
雲
南
市
飯
南
町
事
務
組
合
が
実
施
主
体
と
な
り
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
伝
送
路
の

整
備
に
着
手
し
、
市
内
全
域
の
幹
線
工
事
と
吉
田
町
お
よ
び
掛
合
町
の
引
込
宅

内
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
地
域
で
も
、

特
に
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
地
域
を
早
急
に
整
備
で
き
る
よ

う
、
令
和
３
年
度
予
算
を
増
額
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
期
に
高
速

通
信
サ
ー
ビ
ス
が
市
内
全
域
に
提
供
で
き
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
整
備

し
た
資
源
を
活
用
し
、
市
内
小
中
学
校
で
進
め
て
い
ま
す
Ｇ

ギ

Ｉ
Ｇ

ガ

Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
実
現
や
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
の
事
務
職
場
の
誘
致
に
も
取
り
組
み
、
新
た
な

雇
用
の
創
出
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展

と
と
も
に
、
対
応
が
難
し
い
方
へ
の
配
慮
も
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
は
、
現
在
議
論
を
進
め
て
い
る
立
地
適
正
化
計
画
や
、
脱
炭
素

宣
言
と
い
っ
た
、
将
来
に
わ
た
る
大
き
な
計
画
・
方
向
性
に
つ
い
て
示
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
の
時
代
に
向
け
た
土
台
作
り
が
令
和
４
年
の
大
き
な

テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
の
声
を
聞
き
な
が
ら
一
歩
一
歩
着
実
に
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、新
し
い
年
に
雲
南
市
が
大
き
く
飛
躍
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　雲 

南 

市 

長
　　

石い
し

　
飛と
び

　
厚あ
つ

　
志し
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
く

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ま
ず
国
内
で
は
一
昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
ま
し
た
。
４
月
に
４
都
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
て
以
降
、
国
内
で
患
者
数
が
激
増
し
、
８
月
末
に
は
緊
急
事
態
宣
言

が
21
都
道
府
県
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
２
月
17
日
か
ら
医
療
従
事

者
を
対
象
に
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
先
行
接
種
が
始
ま
り
、
４
月
12
日
か
ら
は
各
地
で

高
齢
者
の
接
種
が
行
わ
れ
、
現
在
３
回
目
の
追
加
接
種
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
想
定
さ
れ
る
第
６
波
に
向
け
、
引
き
続
き
一
人
ひ
と
り
が
危
機
感
を
持
っ

て
感
染
予
防
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
感
染
症
が
一
日

も
早
く
収
束
し
、
平
常
な
日
常
生
活
と
経
済
活
動
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
念
願
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
昨
年
夏
に
は
東
京
２ニ

イ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
中
で
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
が
、
関
係

者
、
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
、
国
民
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
無
事
閉
幕
し
ま
し

た
。
開
催
に
つ
い
て
賛
否
両
論
あ
る
中
で
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
皆
さ
ん
が
素
晴
ら
し

い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
に
大
き
な
感
動
と
勇

気
、
そ
し
て
夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
拍
手
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
雲
南
市
で
は
１
月
に
石
飛
厚
志
市
長
が
雲
南
市
の
新
し
い
市
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
長
年
島
根
県
の
行
政
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
ご
経
験
を
生
か
さ
れ
、

雲
南
市
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
そ
の
手
腕
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
新
市
長
の
就
任
と
い
う
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で
し
た
が
、
昨

年
は
ま
さ
に
激
動
の
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
５
月
21
日
に
雲
南
市
職
員
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
発
生
し
、

最
終
的
に
本
庁
舎
２
階
に
勤
務
す
る
市
職
員
か
ら
合
計
９
人
の
感
染
者
が
確
認
さ

れ
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
の
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
市
役
所
で
は
市
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
市
役
所
に
来
庁
い
た
だ
け
る
よ
う
、
庁
舎
内
の
換
気
の
徹
底
、
間
仕
切
り
の

設
置
な
ど
感
染
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
手
指
消
毒
、
３
密
の
回
避
、
マ
ス

ク
着
用
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
を
一
層
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
６
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
大
雨
と
な
り
、
特
に
７
月
12
日
に
は
、

線
状
降
水
帯
の
影
響
に
よ
り
時
間
雨
量
が
１
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
地
点
も
あ
る
中

で
、
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
が
発
表
さ
れ
、
避
難
情
報
の
警
戒
レ
ベ
ル
５
「
緊

急
安
全
確
保
」
を
発
令
す
る
事
態
と
な
り
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
が
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
、
市
内
各
所
で
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
、
倒
木

な
ど
が
発
生
し
、
市
内
の
広
範
囲
に
お
い
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
対
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
避
難
所
の
運
営
や
被
災
者
へ
の
支
援
に
あ
た
ら
れ
た
地
域
自
主
組

織
や
自
治
会
の
皆
様
、
応
急
復
旧
作
業
に
あ
た
ら
れ
た
消
防
団
、
建
設
事
業
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
対
し
、
衷
心
よ
り
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
緊
急
非
常
事
態
の
状
況
で
、
雲
南
市
議
会
で
も
、
９
月
議
会
に
お
い

て
災
害
復
興
対
策
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
執
行
部
と
連

携
し
、
災
害
の
検
証
と
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
る
考
え
で
あ
り

ま
す
。
一
層
の
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
壬
寅
（
み
ず
の
え
・
と
ら
）
の
年
は
「
厳
し
い
冬
を
越
え
て
、
芽
吹

き
始
め
、
新
し
い
成
長
の
礎
と
な
る
年
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
年
が
雲

南
市
の
復
興
に
向
け
、
雨
降
っ
て
地
固
ま
り
出
す
大
き
な
一
歩
と
な
る
年
に
な
る

こ
と
を
念
願
し
、
ま
た
市
民
の
皆
様
が
ご
健
勝
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　雲
南
市
議
会
　議
長
　　

佐さ

　
藤と
う

　
隆た
か

　
司し
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※掲載している情報は12月15日現在の情報です。最新の情報は市ホームページや問い合わせ先で確認してください。

新型コロナウイルスワクチン　追加接種（３回目）のお知らせ

　新型コロナウイルスワクチン（以下、ワクチン）の追加接種（３回目）は、２回目の接種を受けた日から、原
則８ヵ月以上経過した18歳以上の方が対象となります（接種回数は１回です）。
　ワクチンの追加接種（３回目）の対象となった方から順次「接種券一体型予診票」を発送します。受け取った
方は追加接種（３回目）の予約をすることができます。

 ◎特に追加接種をお勧めする方�
　・高齢者、基礎疾患を有する方などの「重症化リスクが高い方」
　・重症化リスクが高い方の関係者・介助者（介護従事者など）などの「重症化リスクが高い方との接触が多い方」
　・医療従事者などの「職業上の理由などによりウイルス暴露リスクが高い方」

 対象者・スケジュール

　※国のワクチン供給の状況により、使用するワクチンが変更となる場合があります。

２回目接種を受けた月 令和３年 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月
➡ ➡ ➡ ➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡ ➡ ➡ ➡
追加接種（３回目）を受ける月 令和４年 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月
住
民
接
種

集団接種（雲南市立病院第三駐車場特設会場）

個別接種

ワクチン接種便の実施 ○ ○ ○ ○ ○ 未定

ワクチン接種を受ける接種券一体型予診票が届く 接種会場・日時を選び、予約する

ワクチン接種までの流れ

２回目の接種後、原則８ヵ月を経過した翌月に接種します

武田／モデルナ社ワクチン※

ファイザー社ワクチン※

　追加接種（３回目）の接種券と予診票は「接
種券一体型予診票」として送付します。追加接
種（３回目）を希望される方は、右側の予診票
に必要事項を記入し、切り離さずに接種会場へ
持参してください。
　左側の予防接種済証は、ワクチン接種を受け
た事を証明するものとなりますので接種後、大
切に保管してください。

5 市報うんなん 2022.1

　ワクチンを未接種の方で初回接種（１・２回目）を希望されている方は、市内の指定医療機関で接種すること
ができます。

　市外（海外含む）でワクチンの初回接種（１・２回目）をした後、雲南市へ転入された方などで、追加接種（３
回目）を希望される方は、予約の前に「接種券一体型予診票」の発行申請手続きが必要です。

※接種できる期間は、令和４年９月30日までです（令和３年11月30日現在）。
※接種券を紛失などされた方は再発行しますので、雲南市ワクチン接種コールセンターに問い合わせください。
※２回目接種のみ希望される方は雲南市ワクチン接種コールセンターに問い合わせください。

 初回接種（１･２回目）を希望の方へ

 初回接種（１・２回目）後、雲南市に転入された方へ

予約や詳しい日程の確認は下記の方法で行えます。
　●コールセンター予約　雲南市ワクチン接種コールセンター
　　☎050-3819-6533　受付時間：８時30分～17時15分（平日のみ）
　●インターネット予約　雲南市ワクチン予約特設ページ　
　　https://www.covid19-vaccine.mrso.jp/322091/
　　VisitNumbers/visitnoAuth/

【問い合わせ先】　雲南市ワクチン接種コールセンター　☎050-3819-6533
　　　　　　　　　　　　　　　　　受付時間：８時30分～17時15分（平日のみ）

手続き方法
接種記録が分かる書類（「予防接種済証（臨時接種）」、「接種記録書」、「接種証明書」など）および本人確認書
類（運転免許証、マイナンバーカード、健康保険証などいずれか１点 )を準備の上、下記のいずれかで申請し
てください。

感染予防対策を継続していただきますようお願いします。

密集場所 密接場面 密閉空間

「３つの密（密集・密接・密閉）」の回避

マスクの着用 せっけんによる
手洗い

手指消毒用アル
コールによる消
毒の励行

●窓口での申請
「ワクチン接種対策室（市役所１階）」または「各総合センター」で申請してください。
●メールでの申請
市ホームページより「接種券発行申請書（新型コロナウイルス感染症）【３回目接種用】」
をダウンロードして、本人確認書類とともにワクチン接種対策室のメールアドレス
に送信してください（　 wakuchinsessyu@city.unnan.shimane.jp)。

　市ホームページ
　　https://www.city.unnan.shimane.jp/unnan/kenkou/
　　iryou/yobousessyu/coronavirus_vaccinetion.html

特設ページ
二次元コード

市ホームページ
二次元コード
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雲南市事業継続特別給付金� 問商工振興課　☎0854-40-1052
事業者
支援

　市内事業者の事業継続および地域経済の業況回復への支援のため、市独自の継続特別給付金事業を実施します。

 対象事業者・要件など 
　市内で事業所を構える中小企業者で
①島根県飲食店等事業継続特別給付金の要件に該当する（受給された）事業者
　市給付額20万円

②島根県中小企業等事業継続特別給付金の要件に該当する（受給された）事業者　　
　市給付額10万円
　ただし県給付金の創業特例などで10万円給付された事業者は市給付額５万円

　　※島根県が実施している島根県飲食店等事業継続特別給付金の要件などについては県特設ペー
ジに掲載しています。

　　　https://www.shimane-kyuufu.jp/

　③島根県中小企業等事業継続特別給付金の同じ要件で売上要件の減少率が20％以上30％未満減少してい
る事業者（②の減少要件は30％以上）（市独自要件）
　市給付額20万円
　　ただし創業特例等の場合10万円（市独自要件＊を満たした場合のみ）

 給付加算 

　家賃・借地料等加算（市独自加算）
◆事業を行うために月額３万円（税抜き）相当以上の家賃や借地料を支払っている場合加算金10万円

　●申請受付期間　２月28日（月）まで

特設ページ
二次元コード

事前相談・申し込みは事前に下記の相談窓口に問い合わせください。

　相談窓口　　　商工振興課　☎0854-40-1052

＊詳細や市独自要件、様式などについては下記相談窓口に問い合わせいただくか、
　市ホームページに掲載しています。

　市ホームページ「雲南市事業継続特別給付金について」
https://www.city.unnan.shimane.jp/unnan/sangyou/
syoukou/kigyou/kyuufu2.html

市ホームページ
二次元コード

7 市報うんなん 2022.1

発熱や風邪症状などがある場合の医療機関受診の際のお願い
� 問健康推進課　☎0854-40-1045

　冬季はインフルエンザなどのさまざまな感染症が流行し、医療機関を受診される方が増える季節です。
　感染症の拡大を防止し、安心して医療機関を受診できるよう、「３つの約束」について一人ひとりの協力をお
願いします。

発熱や風邪症状などで、医療機関を受診する際は、
　◆かかりつけ医療機関に相談しましょう。
　◆かかりつけ医療機関をお持ちでないなどの場合は、
　　健康相談コールセンター（☎ 0854-47-7777）に相談しましょう。

　　　　　　　　＜参考：島根県「発熱や風邪症状などで、医療機関を受診する際の３つの約束」＞

 発熱や風邪症状などで、医療機関を受診する際の３つの約束 

　①飛び込み受診はしない
　②受診前に、医療機関に必ず連絡し、受診時間・受診方法などを確認する
　③マスクを着用し、医療機関に入る場合は手指を消毒する

傷病手当金の支給について適用期間を延長します
� 問市民生活課　☎0854-40-1031

　国民健康保険または後期高齢者医療制度の被保険者が新型コロナウイルス感染症に感染した場合、または発熱
などの症状があり感染が疑われる場合に、その療養のために就労することができず、給与などの支払いを受けら
れなかった方に傷病手当金を支給しています。
　適用期間を以下のとおり延長します。
 適用期間 

　令和２年１月１日�～�令和４年３月31日
　申請や詳細などについては市民生活課または各総合センター市民福祉課へ問い合わせください。

国民健康保険
・

後期高齢者医療保険

新型コロナウイルス感染症と人権
～今こそ思いやりを大切にしましょう～

� 問人権センター　☎0854-42-1767

　全国的に新型コロナウイルスワクチン接種が進んでいます。
　雲南市でも多くの市民の方々が２回目の接種を終えられました。
　これまでも新型コロナウイルス感染症に関連して、感染された方やその家族、また医療従事者などの関係者に
対する誹謗中傷や偏見、いじめやＳＮＳ※上での心無い書き込みなどの不当な差別を行わないようにお願いして
きました。
　現在行われている新型コロナウイルスワクチン接種については強制するものではなく、アレルギーなどの身体
的理由やさまざまな理由によってワクチンを接種できない方や接種を望まない方もい
らっしゃいます。周りの方へのワクチン接種の強要や、接種を受けていない方への偏
見や差別につながる行為、人権侵害、誹謗中傷などは行わないでください。
　市民の皆さんには引き続き感染予防に努めていただくとともに、正確な知識や正し
い情報のもと、人権意識を持って冷静な判断・行動をお願いします。
　今こそ、相手を思いやる気持ちを大切にしましょう。
※ソーシャルネットワーキングサービスの略で、登録された利用者同士が交流できるWebサイトの会員制サービスのこと。
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10/ ㊍28

　三刀屋文化体育館アスパルの開館20周年を記念
して「宝くじまちの音楽会　南こうせつwith ウー・
ファン心のうたコンサート」を三刀屋文化体育館ア
スパルで開催しました。この公演は、宝くじの社会
貢献広報事業を活用して開催し、当日は座席間隔を
確保した指定席500席が満席となりました。
　コンサートでは、フォークシンガーの南こうせつ
さんが「神田川」をはじめとした名曲の数々を歌い、
ウー・ファンさんが中国古

こ そ う

筝を演奏したほか、２人
の共演で「上海エレジー」、「僕の胸でおやすみ」な
どが披露されました。
　会場の皆さんは南こうせつさんの魅力的な歌声と

三刀屋文化体育館開館20周年記念公演

南こうせつwithウー・ファン心のうたコンサート

▲南こうせつさんとウー・ファンさん

ウー・ファンさんの演奏による中国古筝の美しい音
色に魅了されました。

10/ ㊎29 石飛市長が掛合中学校で
雲南市の未来について講演しました！

　掛合中学校では、総合的な学習の時間で「わたし
たちがつくる未来の掛合」をテーマに地域づくりに
ついて学んでいます。その一環で、掛合町出身の石

▲講演の様子

飛市長が講師となり、「雲南市長が語る雲南市の未
来」と題し、全校生徒に講演を行いました。
　石飛市長は「時代とともに価値観はどんどん変わ
る。皆さんには今だけでなく、大人になったときに
どの価値を大切にしていきたいかを考えてほしい。
雲南市では都会とは違う豊かさを感じることがで
き、その中で自分らしく豊かに生きることができる
社会づくりをめざしている。皆さんには、ふるさと
に対して誇りをもって、今後の人生を過ごしてほし
い」と話しました。
　生徒からは「進めてきた学びをさらに深めたいと
思っていた。市長の話を聞いて今後の参考になった」
といった声がありました。
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10/ ㊐31 第１７回日本たまごかけごはん
シンポジウム

　第17回日本たまごかけごはんシンポジウムが日
本たまごかけごはんシンポジウム実行委員会の主催
により吉田交流センター周辺で開催されました。
　このシンポジウムは、たまごかけごはん（TKG）
を通じて、食や家族、ふるさとに目を向けるきっか
けづくりや米食と鶏卵の普及を目的に毎年開催され
ています。今年は感染症対策として入場数を制限し、
事前に申し込まれた約60人が来場しました。
　今回は６つの「私の自慢TKGレシピ」の応募があ
り、特設ステージでは応募者がそれぞれ作り方を紹
介しました。来場者は、炊き立ての吉田町産コシヒ
カリ（新米）に紹介されたレシピの具材と県内外の
事業者から協賛いただいたさまざまな卵を選んで盛

り付け、それぞれの味
を楽しみ、好きなレシ
ピに投票しました。
　このほかにも、たま
ごかけごはんへの思い
を発表するステージイ
ベントやたまごかけご
はん専用醤油のオリジ
ナルラベルづくりコー
ナーなどがあり、たま
ごかけごはんに対する
愛を深めました。

▲たまごかけごはんを作る参加者

　幸雲南塾10期生の吉
よし

田
だ

城
じょうじ

治さんと舩
ふな

木
き

 海
かい

さ
んにより考案された新感覚アウトドアスポーツ
「RINJAK」のプレ大会が吉田町民谷地内にある「あ
わいの杜」で里山照らし隊（代表：影

かげ

山
やま

邦
くに

人
と

さん）
とW

ウ ッ ド シ ッ プ

OODSHIP（代表：舩木海さん）、R
リ ン ク

INQ.（代表：
吉田城治さん）の共催により実施されました。開催
にあたって公益財団法人うんなんコミュニテイ財団
の「まちづくり基金」事業が活用されています。
　RINJAKとは、樹木の直径を計測する道具「輪

りんじゃく

尺」
を改良した器具を使い、木の計測を競うスポーツで
す。主な種目として計測時間や計測する本数を競う
ものなどがあります。

新感覚アウトドアスポーツが誕生！
Ｒ
リ ン ジ ャ ッ ク

ＩＮＪＡＫ
11/ ㊐７

　市内外から６人の選
手が参加し、普段触れ
る機会のない輪尺で立
木の計測をしながら、
傾斜のある地形を駆け
巡りました。このほか
にもテスト種目の特別
実演として、音楽に合
わせて計測しながら
舞って世界観を表現す
る演目が披露されまし
た。 ▲ポイントになる樹木を計測する選手

　三刀屋高校掛合分校２年生は探究学習の一環として、宇山営農組合と協力し、うやま米の新米の特別販売
会を道の駅たたらば壱番地で行いました。
　２年生は、吉田町民谷宇山地区の水田で田植えから稲刈りまでの農作業の一部を体験学習し、そこででき

食うてみてごしない、うやま米！
高校生と宇山営農組合の協働によるうやま米特別販売会

▲お客さんに声掛けをする生徒

11/ ㊏1313
・ ㊐14

た「うやま米」の販売に向けて宇山営農組合をはじめとした関係者と協働
しながら、新たな提案を探究学習を通して行ってきました。
　また取り組みの一環として、２年生はうやま米の販売促進用のポスター
やのぼり、店頭広告のデザインや動画を作成しており、当日は特設テント
や産地直売コーナーに設置・上映して会場を盛り上げました。特設テント
では、生徒と組合員は道の駅を訪れたお客さんにうやま米などのお米のほ
かに地元の方が握られたうやま米のおにぎりを販売しました。
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▲たたら焰米を味わう児童

雲南市の学校給食に雲南市ブランド米
「たたら焰

ほむらまい

米」が登場！
　雲南市は学校給食で地産地消を進めるため、６月と11月を「地産地消月間」、毎月19日を「雲南☆まい
もんの日」と定め、食育と地場産食材の活用の取り組みを進めています。

11/ ㊎19

　「雲南☆まいもんの日」では、メニューに地元産の食材を特に
取り入れており、11月には雲南市ブランド米「プレミアムつや
姫たたら焰米」が初めて登場しました。
　提供日当日、市内小中学校の全校児童生徒が各教室でたたら焰
米を味わいました。取材に伺った加茂小学校児童は「お米が甘かっ
た」、「もちもちしていた」などの感想を話してくれました。
　また、給食の時間に合わせて、市内小学校の各教室で放映され
た「たたら焰米」の紹介動画では、生産者が「農家が一生懸命た
くさんの時間をかけて育てたお米。ぜひ味わって食べてほしい」
と語りかけていました。

▲講演の様子

　コウノトリと共生するまちづくりに関する学習会を「出雲・雲南地域広域連携生態系ネットワーク（事務局：
島根県、出雲市、雲南市）」の主催により木次経済文化会館チェリヴァホールで開催し、市民や関係者25人
が参加しました。

コウノトリとの共生に向けた学び合い11/ ㊋23

　最初に日本野鳥の会副会長　佐
さ

藤
とう

仁
ひと

志
し

さんが「鳥たちが教えて
くれる地域の豊かさのひみつ」と題し、身近な野鳥が生活の役に
立っていることやコウノトリが営巣地に選ぶということは雲南市
の自然の豊かさを表しており、今後もコウノトリを地域の宝とし
て地域づくりに役立てていくことが重要であると講演されました。
　次に、オンラインで豊岡市役所コウノトリ共生課　宮

みや

垣
がき

　均
ひとし

さ
んが、これまでの豊岡市の取り組みについて紹介され、地道な取
り組みを継続していくことの大切さを話されました。

　雲南市音訳ボランティア研修会が雲南市ボランティアセンター（（福）雲南市社会福祉協議会）の主催に

▲研修会の様子

音訳ボランティア研修会11/ ㊍18

よりオンラインで開催され、「市報うんなん」などを音訳してい
る音訳ボランティア団体の会員が参加しました。
　研修会では、（福）島根ライトハウス　ライトハウスライブラ
リー　藤

ふじ

原
はら

理
り

晴
はる

さんを講師に迎え、「聞き取りやすい音訳につい
て」と題して講義が行われました。各ボランティア団体が音訳活
動をするうえで困っていることなどに対して、講師は技術面を説
明するともに、聞かれる方を意識して音訳に取り組むことが大切
であると話されました。
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外国人住民のための災害時への備え
　「災害時外国人サポーター養成研修」と「外国人
住民のための防災訓練」を（公財）しまね国際セン
ター・島根県・雲南市の主催により掛合交流センター
で開催しました。
　災害時外国人サポーター養成研修は、災害時に避
難所を回って状況の聞き取りや、情報を伝えるしま
ね国際センターの「災害時外国人サポーター」を養
成するために毎年県内で開催されているものです。
市内外から24人の方が熱心に講義や演習に参加さ

11/ ㊐28

れました。
　外国人住民のための防災訓練には、市内から10
人の中国出身の技能実習生が参加され、防災安全課
による災害や防災についての講義のあと、雲南消防
本部予防課による消火器を使った体験や119番通報
の練習を行いました。
　最後は、研修・訓練に参加された方々が避難所を
模したスペースで自己紹介や避難所について説明を
しながら交流しました。

▲訓練用の消火器を使って的を倒す参加者 ▲参加者同士で交流を深めました

▲参加された皆さん

　しめ縄づくり体験が田井地区振興協議会の主催に
より田井交流センターで開催され、13人が参加し
ました。
　田井小学校ではしめ縄づくりの体験学習が行われ
ており、地域の方も作ってみたいとの声から田井地
区振興協議会で始まったこの取り組みは今年で５年
目を迎えます。
　この体験では、田井地区でしめ縄づくりを続けて
おられる芝

しば

原
はら

　清
きよし

さん（吉田町）を講師に、６人の
指導助手が参加者にしめ縄づくりを指導しました。
今回使用された稲藁は、農事組合法人そぎで栽培・
乾燥されたもので、長さが１ｍ60㎝もあります。
　参加者は、講師や指導助手に教わりながら、専用
器具に固定した稲藁をよって、もじりました。この

しめ縄づくり体験12/ ㊐５

作業は力が必要で会場からは「暑くなったわ」といっ
た声が聞こえました。体験後に参加者は「１対１で
教わることができ、昨年よりきれいにできた」など
と感想を話してくれました。
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復旧状況復旧状況  とと  追加支援策追加支援策
　令和３年７月６日から13日までの豪雨により、市内全域で多数の被害が発生し、特に三刀屋町、吉田町、
掛合町では甚大な被害が発生しました。市内全体の災害復旧には３年から４年の期間を要する見込みですが、
１日も早い復旧・復興に全力を尽くして取り組みます。

公共土木施設（令和３年12月２日現在）� 【問】公共災害復興チーム　☎0854-40-1062

区　分 箇所数

※市が管理している道路・河川で、復旧工事が60万円以上の災害（国庫補
助対象）

※左記箇所のほか、復旧工事が60万円未満の災害（市単独施工分）が
500ヵ所程度あります（箇所数精査中）。

道　路 １６４
河　川 １１６
合　計 ２８０

　災害査定（国への申請）の状況

　復旧の方針
　・令和３年度は、全体の約25％の工事発注をめざします。
　・市道の災害復旧を優先して発注する予定で、特にバス路線が含まれる除雪路線を優先します。
　・複数の被災箇所（道路・河川）をまとめて発注します。
　・令和４年度以降も早期復旧に努めます。

　除雪対応
・通常どおりの除雪作業ができるように、被災箇所の応急工事を実施する予定です。応急工事ができ
ない路線については、関係者に対して周知を行っています。

農地・農業用施設の被害状況（令和３年12月10日現在）
� 【問】農林災害復興チーム　☎0854-40-1081

　災害査定（国への申請）の状況
区　分 箇所数 ※農地：耕作（転作を含む）している田畑で、復旧工事費が40万円以上の

災害（国庫補助金対象）
※農業用施設：水路、農道、耕作道、頭首工およびため池などで、受益戸
数が２戸以上あり、復旧工事費が40万円以上の災害（国庫補助金対象）

※左記箇所の他、復旧工事費は13万円から40万円未満の災害（市単独施
行分）が500ヵ所程度あります。（箇所数精査中）

農　　　地 ８５５
農業用施設 ３８８
合　計 １，２４３

　復旧の方針
　農地・農業用施設災害は被災箇所が多いため、優先順位を設けて復旧工事を進めます。
①ほ場整備事業実施中の区域内の災害は事業全体の進捗に影響を及ぼすため、優先的に復旧します。
②災害復旧を効率的に行うため、市道、河川などの公共土木施設災害の復旧工事が行われる区域内
に近い箇所の災害を優先的に復旧します。
③水路や農道などの農業用施設は広く営農に影響があるため、優先的に復旧します。

令和３年７月豪雨災害の

※工事発注の際は、地元説明を行います。ご協力をお願いいたします。
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　農地・農業用施設災害復旧に係る支援策
　令和３年７月豪雨による災害は、災害救助法の適用や激甚災害の指定を受けるなど過去に例をみない
甚大な被害となったことから、特例措置として個人（受益者）負担を軽減します。

①認定農業者　②認定新規就農者　③集落営農組織　④農業法人
⑤新たに担い手を希望する農家または団体などのうち、令和４年度末までに担い手になることが確
実な方。

※担い手への特例措置は令和４年度以降または新たに担い手になって以降、いずれも５年間以上の農業
経営を維持・継続する意思のある方が対象。
※また、担い手に利用権設定している農地には、既に設定している農地のほか、令和４年３月末までに
設定される農地や新たな担い手に令和５年３月末までに設定される農地も含む。

≪農地災害復旧事業≫

区　　　分
災害復旧事業の個人（受益者）負担率

個人などが耕作または
管理する農地

担い手※に利用権設定
している農地

通常の負担 工事費の４％ 工事費の４％➡ ➡

軽減後の負担 工事費の２％ ０％
※担い手とは、次の①～⑤に該当する方です。

≪農業用施設災害復旧事業≫
区　　　分 災害復旧事業の個人（受益者）負担率
通常の負担 工事費の２％➡

軽減後の負担 ０％

林地・林道（令和３年12月10日現在）� 【問】農林災害復興チーム　☎0854-40-1081

町　名 箇所数 町　名 箇所数
大東町 ３ 三刀屋町 ５６
加茂町 １ 吉田町 ５
木次町 ２ 掛合町 ６

合　　計 ７３
※林地崩壊防止事業申請予定箇所数

町　名 路線数（本） 箇所数
大東町 ２ ６
三刀屋町 ３ ３１
吉田町 ４ １０
合　計 ９ ４７

※復旧工事費40万円以上の災害（国庫補助金対象）

　林道の災害査定（国への申請）の状況　林地崩壊（人家裏山の崩壊）の状況

　林地崩壊防止事業に係る支援策
　令和３年７月豪雨による林地崩壊防止事業は、農地・農業用施設災害復旧事業と同様に、特例措置と
して個人（受益者）負担を軽減します。
≪林地崩壊防止事業≫　※住居に影響を及ぼした裏山の崩壊を復旧するための事業

区　　　分
林地崩壊防止事業の個人(受益者)負担率

世帯最高所得者の前年度の
市民税が非課税の場合

世帯最高所得者の前年度の
市民税課税標準額が250万
円未満の場合

世帯最高所得者の前年度の
市民税課税標準額が250万
円以上の場合

通常の負担 事業費の10.0％ 事業費の12.5％ 事業費の15.0％➡ ➡ ➡

軽減後の負担 事業費の5.0％ 事業費の6.25％ 事業費の7.5％
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その他の災害復旧支援策その他の災害復旧支援策

　　　被災橋りょう復旧費補助金� 【問】建設総務課　☎0854-40-1061

　令和３年７月豪雨災害により、被害を受けた橋の復旧に要した費用の一部を補助します。
 対　　象 
次のすべてを満たす橋
　①令和３年７月６日から13日までの梅雨前線豪雨により被災した橋
　②個人などが所有または占有する橋
　③被災者宅から道路などへ接続するために必要な橋
　④復旧工事後、引続き一戸以上の住民に利用される橋
 対象経費 
　①補助金の交付対象となる経費は復旧工事に要する経費とします。
②復旧工事を所有者などが自ら行う場合の補助金の交付対象となる経費は復旧工事に係る材料費と
します。

 補助金額 
　復旧工事に要した補助対象経費の４分の３以内の額（千円未満の端数は切り捨て、上限100万円）
 申請期限 
　２月28日（月）まで（３月31日（木）までに補助金交付決定を受けること）
　　※制度の詳細（支給要件・申請書類など）については、建設総務課に問い合わせください。

　　　被災給水装置復旧補助金� 【問】水道局営業課　☎0854-42-5322

　令和３年７月豪雨災害により、被害を受けた給水装置の復旧に要した費用の一部を助成します。
 対象経費 
①補助金の交付対象となる経費は、配水管との分岐から水道メーターまでの給水装置の復旧工事に要
する費用とします。
②被災した給水装置の従前の機能・効用を復旧するための必要最小限の費用とします。
 補助金額 
　復旧工事に要した補助対象経費の４分の３以内の額（千円未満の端数は切り捨て、上限100万円）
 申請期限 
　２月28日（月）まで（３月31日（木）までに補助金交付決定を受けること）
　　※制度の詳細（支給要件・申請書類など）については、水道局営業課に問い合わせください。

被災者生活応急復旧支援金
� 【問】防災安全課　☎0854-40-1027／農林土木課　☎0854-40-1053

　支援金を受給するためには３月31日（木）までに申請が必要です。
　申請忘れに注意してください。
 対 象 者 
　令和３年７月６日からの大雨で崩土が発生した下記施設などの所有者または経費負担者
　　・住家やその附帯施設　・生活に必要な木戸道　
　　・農地　・農業用施設（用水路など）　
 対象経費 
　がけ崩れなどにより堆積した土砂や倒木の除去に要した費用
 支 援 額 
　対象経費の２分の１以内の額（千円未満の端数は切捨て、上限20万円）
　　※不明な点については、各総合センター自治振興課に問い合わせください。

追 加

追 加
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災害などで農業用設備や機械などが破損した方へ
� 【問】税務課　☎0854-40-1034

　農業用設備や機械などの修理にかかった費用は農業収支の経費になります。順番に計算して申告しま
しょう。

修理にかかった費用が「資本的支出」と「修繕費」のどちらか分からない場合は、
次の矢印に沿って進んでください。

農業用設備（水路、農機具庫など）や機械などが破損したことに対して共済な
どの保険金を受け取っていませんか。
受け取った場合、次のように計算してください。

※農業用設備や機械などが破損したことに対して受け取った保険金は雑収入になりません。

（修理にかかった費用）―（受け取った共済などの保険金）＝（経費になる費用）
ステップ 1

経費になる費用　 が20万円未満である

設備や機械の価値を高め、耐久性を増すための支出だった

被災前の状態に回復するための支出だった

経費になる費用 　が60万円未満である

資本的支出か修繕費か
区別することができない場合

経費になる費用※１を案分します。

はいはいいいえいいえ

いいえいいえ

いいえいいえ

いいえいいえ

はいはい

はいはい

はいはい

３割３割７割７割

ステップ 2

修理にかかった費用を次のいずれかに区別し、経費になる費用　を収支内訳書
に記入します。

資本的支出 修繕費
設備や機械の「価値を高める」または「耐
久性を増す」ために支出した費用のこと。

設備や機械にかかる「通常の維持管理費」
や災害などにより破損したものを「元の
状態に戻す」ために支出した費用のこと。

※１

※１：ステップ１で計算した「経費になる費用」

Ａ 「減価償却費」として、
耐用年数で均等に割って複数年

の経費にします。
計算方法が分からない場合は、農業収支
作成相談会で相談してください。

Ｂ 収支内訳書の「修繕費」の欄に
記入してください。

「資本的支出」に該当します。
上記 　 へＡ

「修繕費」に該当します。
上記 　 へＢ

※１

※１
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災害復旧に向けて災害復旧に向けて
　　各団体などにご協力いただきました　　各団体などにご協力いただきました
� 【問】人事課　☎0854-40-1024

　現在、市では総力をあげて災害復旧に向けて取り組みを進めています。一方で、７月豪雨災害はこ
れまで経験したことのない大規模な災害であり、被災した箇所数の多さから現在の体制だけでは災害
復旧業務を行う土木・農林の技術者などの数が不足しているという課題を抱えていました。
　そんな中で、被災直後よりさまざまな団体などに応援職員を派遣していただくなど、さまざまな形
で協力していただきました。
　協力いただいた団体は下記のとおりです。

　応援職員の派遣などにより協力していただいた団体などに感謝申し上げるとともに、引き続き災害
復旧に向けて全力を尽くします。

＜50音順＞
団　体　名 受入期間

岩沼市役所 令和３年10月～11月
香川県土地改良事業団体連合会 令和３年９月～12月
国土交通省緊急災害対策派遣隊
（T

テッ ク
EC-F

フ ォ ー ス
ORCE）

令和３年７月

島根県 令和３年９月～12月
島根県土地改良事業団体連合会 令和３年９月～12月
中国四国農政局 令和３年７月～８月

TEC-FORCEの皆さん

香川県土地改良事業団体連合会、島根県土地改良事業団体連合会の応援職員の皆さん

岩沼市役所からの応援職員の皆さん
（左：第１班、右：第２班）
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～授業で学習用端末を活用していきます～～授業で学習用端末を活用していきます～
【問】学校教育課　☎ 0854-40-1072

ＧＧ
ギ ガギ ガ

ＩＧＡＩＧＡスクール構想スクール構想
令和４年１月から市内全小中学校で一人一台の学習用端末の活用が始まります。

今月号では、学習用端末の導入後のステップや活用例を紹介します。

　学習用端末、デジタル教材などの活用を通して、児童生徒一人ひとりの状況に合わせて最適化された学習環境
を整備し、誰一人取り残さない教育環境の実現に向けて取り組みます。

ステップ１　まずは使ってみる（日常的な活用）
児童生徒にまずは端末を使ってみて、どんなことができるか確かめてもらいます。初めは操作に戸惑い時間がか
かるかもしれませんが、徐々に慣れていくことが重要です。

ステップ２　授業で活用し学びを深める
授業の中で活用します。調べたり、まとめたり、伝えたりすることで授業のねらいを達成し、学びを深めます。

１．学習用端末の活用ステップ

４．家庭での具体的な活用例
【児童生徒・家庭との連絡】
・デジタル連絡帳としての活用
・健康状態、欠席などの連絡

【家庭学習での活用】
・学習用端末を使った家庭学習の
実施や提出
・家庭学習の記録の蓄積

【登校できない場合のオンライン授業】
・出席停止、災害などで学校に来ることができ
ないときのオンライン授業

　これらのことは、すぐに始められるものや慣れることでできることを含
めて、多様な活用方法があります。また、学習での活用や操作に慣れるな
ど技術的なこと以外にも、デジタル・シティズンシップ教育※を通じて、
良き使い手となるような学習も行います。

※日常的な利用を通じて、情報を選択し、自分の行動を考えることで良き使い手になることを目的とした教育

２．学習用端末の活用によりできること
❶オンライン連絡で便利に素早く！
・デジタル連絡帳でいつでもすぐに確認

❷一人ひとりにあった学び
・ドリルアプリを用いた学習 ❹互いに深め合う学び

・校内チャットを用いた交流や文書の
共有によるグループ作業の円滑化

❺多様な情報を思い通りに使いこなす
・キーボード入力の上達
・写真、動画、音声データの作成、編集、
共有

❻デジタルの学びの足跡
・調べ学習のまとめ、発表

❸検索が当たり前に！
・教科書に二次元コードを活用した資
料などの素早い閲覧

３．授業での具体的な活用例

・インターネットでの情報収集
・記録写真、動画の撮影と保存
・コンテンツや動画の活用

【気付く・
調べる】

・写真などへの書き込み
・自分の考えをまとめる
・情報の整理、分析

【考える・
まとめる】

・オンラインでの交流
・電子黒板に情報を転送して全体に発表
・コメント機能の活用による意見交換

【伝える・
深める】
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雲南病院だより
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回
さ
れ
た
一

年
で
し
た
が
、
世
の
中
は
新
型
コロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が

収
束
し
た
後
の
社
会
に
向
け
て
動

き
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
陰
に
は
皆

様
の
基
本
的
予
防
対
策
への
取
り

組
み
は
も
ち
ろ
ん
、
ワ
ク
チ
ン
の
登

場
は
大
き
かっ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

収
束
への
光
が
見
え
て
き
た
と
は
い

え
、
相
次
ぐ
変
異
株
の
発
生
な
ど
、

依
然
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
は
潜
ん
で
い

ま
す
し
、
ワ
ク
チ
ン
も
過
信
は
禁
物

で
す
。

　
当
院
も
こ
の
２
年
間
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
治

療
、
予
防
と
最
前
線
で
闘
って
き
た

経
験
と
実
績
を
生
か
し
、
新
型
コロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
下
で
も

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
医
療
環

境
づ
く
り
に
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
感
染
症
対
応
だ
け
が
医

療
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
に
は
診

療
報
酬
改
定
が
控
え
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
り
医
療
の
方
向
性
が
思
わ
ぬ
形

に
変
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
新

型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
そ
う
で

あった
よ
う
に
、
現
代
社
会
は
想
定

外
の
出
来
事
が
起
こ
る
リ
ス
ク
を
常

に
孕は

ら

ん
で
お
り
地
域
医
療
も
さ
ま

ざ
ま
な
不
安
定
、
不
確
実
要
素
に

満
ち
てい
ま
す
が
、
当
院
はいつ
何
が

起
こって
も
臨
機
応
変
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
職
員
一
同

努
め
て
まい
り
ま
す
。

　
そ
し
て
今
年
は
寅
年
で
す
。
私
も

「
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
・
・
・
」
の

故
事
に
あ
や
かって
、
リ
ス
ク
を
恐
れ

ず
に
、
成
功
す
る
は
ず
が
な
い
と
批

判
さ
れ
な
が
ら
も
、
八は

ち

面め
ん

六ろ
っ

臂ぴ

の
大

活
躍
で
ア
メ
リ
カ
球
界
を
驚
嘆
さ
せ

た
、
奇
し
く
も
私
と
同
姓
で
あ
る
二

刀
流
の
若
者
に
負
け
ぬ
よ
う
頑
張
り

たいと
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
一
色
の
一

年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
２
年
も
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

に
巻
き
込
ま
れ
、
振
り
回
さ

れ
る
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。
わ
が
雲
南
市
立
病
院
で

も
、
こ
の
一
年
は
一
般
診
療

に
加
え
、
急
増
す
る
感
染
者

の
対
応
に
追
わ
れ
、
ま
た
、

一
般
の
方
々
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
な
ど
忙
し
い
日
々
が
続

き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
無
観
客
で
な
ん

と
か
開
催
さ
れ
た
東
京
２ニ

イ
マ
ル０

２ニ
イ
マ
ル０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
日
本
選
手

の
活
躍
に
感
動
し
た
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
そ
の
感
動
の
余

韻
に
浸
る
間
も
な
く
、
そ
の

後
に
や
っ
て
き
た
第
5
波
に

よ
っ
て
社
会
情
勢
は
大
変
厳

し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
も
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
も
あ
り
、
何

と
か
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
方
、
一
般
患

者
の
皆
様
に
は
当
院
が
実
施

し
た
感
染
症
対
応
に
よ
っ

て
、
来
院
時
な
ど
で
多
大
な

ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と

と
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
の
紙

面
を
借
り
て
、
改
め
て
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
我
々
は
こ
の
経
験
を
生
か

し
、
今
後
こ
の
感
染
症
に
対

し
、
必
要
か
つ
十
分
な
対
応

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た

来
院
さ
れ
る
全
て
の
患
者
様

の
安
全
を
担
保
し
、
安
心
し

て
受
診
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、“
寅と

ら

年
”
の

“
寅
”
は
「
伸
び
る
（
成
長

す
る
）」
や
「
発
展
す
る
」

を
表
す
文
字
と
の
こ
と
で

す
。
こ
れ
ま
で
耐
え
忍
ん
で
き

た
分
（“
丑う

し

年
”
の
“
丑
”）、

今
後
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
克
服

し
て
、
さ
ら
に
発
展
し
て
い

く
（“
寅
”）
未
来
が
来
る
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

新年のごあいさつ新年のごあいさつ

病
院
事
業
管
理
者
　
大お
お

　
谷た
に

　
　
順
じ
ゅ
ん

院
　
長
　
西に
し

　
　
英ひ
で

　
明あ
き
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雲南病院だより

　最近、食べ物が飲みにくくなったり、お茶を飲んでむせることが増えたりしていませんか。それは
嚥下力（食べ物を飲み込む力）の低下のサインかもしれません。
　令和２年の消費者庁の報告によると、不慮の事故のうち、食べ物が原因で起こった窒息事例の中で、
80歳以上の死亡者数は2,500人／年にも及びます。窒息死亡事故の43%はお餅によるもので、特に
正月三が日に多いとの報告も出ています。

年末年始を迎えるにあたり、年越しそばやおせち、雑煮などさまざまな料理

を食べる機会が増えます。その中でも嚥下の観点から特に注意が必要なお餅

についてご紹介します。�

　通常お餅は、50～60℃の温度では柔らかく、くっつきにくい
という性質を持っています。しかし、体温に近い40℃まで低下
すると硬くなり、くっつきやすさも増します。つまり、口に入れ
た瞬間から硬くなり始め、喉に付きやすくなるというわけです。
温度によって性質が変わるという点がお餅の怖いところです。
　実は呼吸と食べ物の通り道は喉まで一緒で、喉頭という部分で
分かれます。その通り道の部分で硬くなったお餅が詰まると窒息
が起こります。｢気をつけているから大丈夫！｣ と思われる方も
いるとは思いますが、一般的に加齢に伴い、さまざまな機能が低
下するのと同様に嚥下力も衰えます。また、嚥下動作は無意識下
で行われているかなり高度な仕組みであり、いくら気を付けても
完全に防ぐことができないという点が悲しいところです。
　では、どのようにしたら、美味しく、安全にお餅を食べられる
のでしょうか。

　【詰まらせないためのポイント】　【詰まらせないためのポイント】
ポイント①　口の中をお茶などで十分に潤しましょう。
ポイント②　お餅は小さく食べやすいサイズにしてから口に入れましょう。
ポイント③　一口ごとによく噛んで、飲み込んでから次の一口を食べましょう。
　　　　　　窒息を予防する点から、一口ごとに噛み、食べ物を唾液と混ぜ合わせることが重要です。

おめでたいお正月、

家族と一緒に温かく美味しいものを食べて、

楽しく過ごしてくださいね。

「「嚥嚥
え んえ ん

下下
げげ

力低下による窒息について」力低下による窒息について」
市立病院リハビリテーション技術科　言語聴覚士　大

おおたに
谷　華

はな

【食物が詰まり、窒息している状態】

気管

食道
食物

舌

鼻腔

喉頭
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雲南病院だより

　新型コロナウイルス感染症の流行と共に耳にすることが多くなった「P
ピーシーアール
CR検査」、「抗原検査」、「抗

体検査」について、市民の皆さんが疑問に思うことも多いと思います。
　今回はその３つの検査について説明します。

　新型コロナウイルスは、気を付けていても、ワクチン接種をしていても、誰もが感染する可能性が
あります。他の人が感染した場合にも過度な心配をせず、心ない言葉を言わないように思いやりの心
を持ちたいものですね。

【PCR検査】【PCR検査】
Ｑ．PCRとはどういう検査ですか？
Ａ�．Ａ�．PCRとは「P

ポ リ メ ラ ー ゼ

olymerase　C
チ ェ イ ン

hain　R
リ ア ク シ ョ ン

eaction（ポリメラーゼ連鎖反応）」の略で、検体（唾液や鼻腔ぬ
ぐい液など）に含まれる新型コロナウイルスの遺伝子を増やして検出する検査方法です。抗原検査よりも
少ない量のウイルスを検出することができます。

Ｑ．唾液を取る際の注意点はありますか？
Ａ�．Ａ�．飲食やうがい、歯磨きから30分以上経過してから取ってください。唾液は1～2
ｍLあれば検査ができます。梅干しやレモンを想像すると唾液が出やすいです。

Ｑ．結果がでるまでどれくらいかかりますか？
Ａ�．Ａ�．採取してから約１時間半程度かかります。

【抗原検査】【抗原検査】
Ｑ．抗原とは？
Ａ�．Ａ�．抗原とは、病原性のウイルスや細菌など、生体に免疫応答（※1）を引き起こすタンパク質のことです。

（※１）�私たちの身体は、細菌やウイルスなどの有害物質から身を守る機能がもともと備わっています。それを「免疫」とい
います。この免疫機能が有害物質に反応して、有害物質の侵入を防いだり、攻撃することを免疫応答といいます。

Ｑ．抗原検査は何を調べていますか？
Ａ�．Ａ�．免疫応答を引き起こすタンパク質（抗原）の有無や量を測定して感染しているかどうかを調べます。抗
原検査には定性検査と定量検査の２種類があります。一般的に定性検査はＰＣＲ検査よりも感度が低いた
め、ある程度のウイルス量がないと検出できないこともあります。一方、定量検査は定性検査よりも感度
が高く、ＰＣＲ検査と同様に症状の有無を問わず確定診断に用いることが可能です。

Ｑ．抗原検査も唾液で検査をしますか？　
Ａ�．Ａ�．鼻腔ぬぐい液を使います。
Ｑ．結果がでるまでどれくらいかかりますか？　
Ａ�．Ａ�．採取してから約20分～40分程度かかります。

【抗体検査】【抗体検査】
Ｑ．抗体とは何ですか？
Ａ�．Ａ�．抗体とは体に入ってきた抗原を排除するために、体内で作られるタンパク質のことで、ワクチン接種を
することで体内で中和抗体が作られます。この中和抗体がヒト細胞への結合（感染）を妨げることで感染
や重症化を防ぐことができると期待されています。しかしワクチン接種をしても、だんだん抗体価が下がっ
てきます。そのため、現在、３回目のワクチン接種に向けた取り組みが進められています。

Ｑ．抗体検査は何を調べていますか？�
Ａ�．Ａ�．抗体検査は血液中のウイルスに対する抗体の有無や量を調べています。

検査技師が説明する検査技師が説明する「新型コロナウイルスの検査」「新型コロナウイルスの検査」
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雲南病院だより

先日いただいた質問はこれです。

「夜なんとなく足がむずむずして
� 寝られないんですが？」
　冬場は足が冷たくなって、夜なかなか寝付けないこ
とがあり、よく外来でも相談を受けます。多くの場合
が足先の血管が寒さで一時的に収縮することによる症
状なので、温めておくと、症状が緩和されていきます。

　しかし、今回の質問であった、「むずむずして眠れ
ない」という症状は全身の病気から来ることがあり注
意が必要です。

　布団に入っても、「なんとなく足がむずむずして、
身の置き所がない」という症状を起こす病気の中に「む
ずむず脚症候群」というものがあり、特に高齢の方々
で不眠を引き起こすことがあります。その原因として
身体の中の微

びりょう
量元

げん そ
素などが不足している場合がありま

す。特に最近では、その中でもビタミンB類や鉄の欠
乏によってその症状が出ると言われています。ビタミ
ンＢ類は手足の神経や認知機能を正常に保つ作用があ
ります。鉄は血液を作る上で重要な物質です。これら
の微量元素が欠乏する理由は多様ですが、気を付けた
いのは、胃や腸の病気が隠れている可能性です。加齢
やピロリ菌感染により胃粘膜が弱ることにより微量元

素が腸管から十分に吸収できなくなります。また胃腸
にがんなどの悪いものができると、そこから少しずつ
出血し、鉄が欠乏し、むずむず脚症候群を起こすこと
があります。

　もし温めても良くならない夜間の足の違和感や「む
ずむず」した感じがある方は、ぜひ、かかりつけ医の
先生や病院に相談してください。

　現在当院では、症状がない方でも自費でＰＣＲ検査を受けることができますが、１日で対応できる検
査件数の確保と検査時間の短縮を図るため、ＰＣＲ検査と同程度の検査精度がある抗原定量検査を新た
に受けることができるようになりました。
　抗原定量検査の自費の費用は、現行のＰＣＲ検査より安価で受けることができます。
　検査方法など詳しくは下記窓口に問い合わせいただくか、市立病院ホームページに掲載しています。

◉申 込 方 法：電話での申し込みのみ　☎0854-47-7533
◉予約申込時間：平日、14時30分～16時30分
◉検査実施日：平日のみの完全予約制　9時～10時、13時30分～14時30分
◉料 金：ＰＣＲ検査料　　　１１，０００円（税込み）
　　　　　　　　抗原定量検査料　　　６，０００円（税込み）
　　　　　　　　証明書料（いずれも）１，６５０円（税込み）
◉問い合わせ先：市立病院 新型コロナウイルス感染症対策室　☎0854-47-7533

新型コロナウイルス抗原定量検査（自費検査）

このシリーズでは総合診療医が患者さんからいただいた質問をもとに市民の
皆さんが困っている症状や疑問について解説します。

総合診療医が答える

第21回：「夜なんとなく足がむずむずして寝られないんですが？」
「こんな「こんな症状症状やや疑問疑問  持持っていませんかっていませんか？？」」

【むずむず脚症候群の症状】

むずむず脚症候群の症状は多様です

むずむず
する

ピクピク
する

ピリピリ
する

じんじん
する

かゆい

ほてる

虫が
這っている

電流が
流れている
感じ

掻きむしりたい



22市報うんなん 2022.1

　これまで多くの１歳を迎えるお子さんを応募していただいて
きた「わが家のHOPE」。
　１歳を迎えるお子さんのいる家庭がより応募しやすいコー
ナーとなることを目的に、４月号（No.209）から掲載内容を
変更します。
※�応募要件については、これまでの応募要件に加えて、「保護
者の名前」の掲載希望の有無を送付していただきます。

わが家のHOPEわが家のHOPEををリニューアルします！リニューアルします！

・お子さんの画像、名前
・保護者の名前
　�（希望されない場合は掲載しません）
・住所（町名のみ）
・コメント（40字程度）
※名前はふりがなを含みます。

変更後の掲載内容
変更後の掲載内容

【問】情報政策課　☎0854-40-1015

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。
http://kosodate-unnan.jp または、右記の二次元コードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市

大
だ い ち

知ちゃん（木次町東日登）
令和３年１月20日生まれ
かわいい大ちゃん  １歳おめでと
う  大好きなにーにと、仲良く元
気に大きくなーれ

周す
と
う藤
正ま
さ
き樹
さ
ん
・
彩あ
や
さ
ん
の
お
子
さ
ん

結
ゆ い な

菜ちゃん（木次町木次）
令和３年１月４日生まれ
毎日ニコニコのゆいちゃん  その笑顔にみんなも癒され
てるよ  これからもたくさん食べて遊んで元気に大きく
なってね  お誕生日おめでとう  大好きだよ〜

澤さ
わ
だ田
駿し
ゅ
ん
や也
さ
ん
・
美み
さ
き咲
さ
ん
の
お
子
さ
ん

はなちゃん（三刀屋町下熊谷）
令和３年１月18日生まれ
１歳おめでとう  いつもニコニコ笑顔を見せてく
れてありがとう  これから楽しいことをたくさんし
て、お兄ちゃんと一緒に元気に大きくなってね

 

峠と
う
げ

　豪ご
う
き輝
さ
ん
・
歩あ
ゆ
みさ
ん
の
お
子
さ
ん

陽
ひ な た

葵ちゃん（大東町遠所）
令和３年１月14日生まれ
ひなちゃん、一歳のお誕生日おめ
でとう  これからも笑顔いっぱい
すくすく元気に育ってね

山や
ま
さ
き﨑

　悠ゆ
う
さ
ん
・
光ひ
か
りさ
ん
の
お
子
さ
ん

蒼
そ う や

陽ちゃん（大東町飯田）
令和３年１月29日生まれ
いつも可愛い そうちゃん
お兄ちゃん、お姉ちゃん達と一緒に
楽しい毎日を過ごせますように

藤ふ
じ
も
と本

　誠ま
こ
とさ
ん
・
麻ま

り里
さ
ん
の
お
子
さ
ん

満　歳

HOPEHOPE
わが家の

1月で1月で

２月で満１歳（令和３年２月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③保護者の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで１月６日(木)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家の HOPE」係

E-Mail を送られる場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家の HOPE」としてください。）

４月号
（No.209）

から４月号
（No.209）

から４月号
（No.209）

から
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研
究
所
う
ん
な
ん
で
は
、
健
康
づ
く

り
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
し
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
団
体
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
何
度
も
紹

介
を
し
て
い
る
「
地
域
運
動
指
導
員
」

も
そ
の
一
つ
で
す
。
地
域
運
動
指
導
員

（
以
下
、
指
導
員
）
は
、
平
成
18
年

度
に
全
市
的
な
養
成
が
始
ま
り
、
こ

れ
ま
で
に
１
８
６
人
の
指
導
員
が
誕
生

し
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
づ
く
り

の
場
面
で
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
長
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
、

雲
南
圏
域
健
康
づ
く
り
活
動
表
彰
事

業
（
雲
南
圏
域
健
康
長
寿
し
ま
ね
推

進
会
議
主
催
）
に
お
い
て
「
圏
域
会

　フレイルとは病気ではないけれども、年齢とともに筋力や心身の活力が低
下し、介護が必要になりやすくなる「健康と要介護の間の虚弱な状態」のこ
とです。雲南圏域の介護・介助が必要になった理由で最も多いのは「高齢に
よる衰弱」です。加齢に伴う心身機能の変化に対応し、フレイルの予防に取
り組み、健康寿命を延ばしましょう。

※健康寿命とは…心身ともに自立し、健康的に生活できる期間

　
市
内
に
は
、
こ
の
よ
う
に
地
域
で
独

自
の
健
康
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
研
究
所
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

身
体
を
動
か
す
こ
と
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
活
動
に
い
き
い
き
と
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
そ
の
支

援
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
表
彰
事
業
で
は
平
成
26

年
に
三
刀
屋
地
区
住
民
で
結
成
さ
れ
た

「
運
動
ひ
ろ
め
隊
」
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
み
と
や
元
気
ウ
ォ
ー
ク
」
が
「
継

続
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
活

動
は
、
参
加
者
と
の
会
話
を
楽
し
み

な
が
ら
お
散
歩
感
覚
で
気
軽
に
参
加

で
き
る
歩
行
イ
ベ
ン
ト
で
、
住
民
同
士

の
声
の
掛
け
合
い
で
参
加
者
を
募
る
こ

と
か
ら
、
地
域
の
高
齢
者
の
見
守
り

や
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

活
性
化
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

フレイルを予防・改善する３つの要素フレイルを予防・改善する３つの要素
　これまでの研究で、社会とのつながりを失うことがフレイルの入り口にな
りやすいことが分かっています。加齢により発生しやすいフレイルを適切に
予防すれば、自立した日常生活を送れます。フレイルの予防にはバランスの
良い食事と適切な運動、社会参加が基本となります。

栄養

運動 社会参加

【栄 養】
筋肉の維持に必要なた
んぱく質（肉、魚、卵、
大豆製品など）をバラ
ンス良くとりましょう。
いつまでもしっかり噛
め る よ う
に、歯や口
の手入れも
重要です。

【運 動】
低下した筋力を取り戻
すためには、毎日続け
られるストレッチなどの
運動や小
まめに身
体を動か
すことが
効果的で
す。

【社会参加】
外出して、人と触れ合い、話
をすることで脳への刺激を増や
すことができま
す。趣味や地域
活動などに参加
し、いきいきと
した毎日を送り
ましょう。
※�感染症流行時は、マスクの着用、
人と人との距離を確保しましょう。

表
彰
さ
れ
る
地
域
運
動

指
導
員
の
会
長
　

若わ
か

槻つ
き 

勉つ
と
むさ
ん

▲

▲

表
彰
状
を
受
け
取
る

運
動
ひ
ろ
め
隊
の

若わ
か
つ
き槻
千ち

よ

こ
代
子
さ
ん

こんにちは、

です。

197

保健師保健師保健師保健師

　　フレイルの予防に取り組み、
健康寿命を延ばしましょう！　　　　

※この二 次 元コードをスマートフォンなどで 読 み 取ると研 究 所 ホームページを
   ご 覧 いただけます 。

※

身 体 教 育 医 学 研 究 所うん なん (☎ 0 8 5 4 - 4 9 - 9 0 5 0 )
健 康 づくりに 役 立 つ 情 報 や 、 研 究 所うん なん の 活 動 を 紹 介！

こげな
こと

しとー
ます！

研究所
うんなん

文

：運
動指導士

雲
南
圏
域

健
康
づ
く
り
活
動
表
彰
を
受
賞

住
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
を
支
援



私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

広 告 枠
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 市

役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎�

社
会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働
大

臣
表
彰

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
郷ご
う

原は
ら

千ち

惠え

子こ

さ
ん（
木
　

次
　

町
）

◎�

統
計
調
査
員
表
彰

総
務
大
臣
表
彰
（
令
和
２
年
国
勢

調
査
指
導
員
）

　
目め

黒ぐ
ろ

　
清き

よ

雄お

さ
ん（
木
　

次
　

町
）

総
務
大
臣
表
彰
（
令
和
２
年
国
勢

調
査
調
査
員
）

　
今い

ま

岡お
か

　
　
繁し

げ
るさ
ん（
三
刀
屋
町
）

総
務
大
臣
表
彰
（
令
和
２
年
国
勢

調
査
調
査
員
）

　
藤ふ

じ

原は
ら

　
慶け

い

介す
け

さ
ん（
加
　

茂
　

町
）

経
済
産
業
大
臣
（
構
造
統
計
）

　
青あ

お

木き

　
礼れ

い

子こ

さ
ん（
加
　

茂
　

町
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
雲
南
市
と
そ
の
関
連
施
設
に
次

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
雲
南
市

ア
ル
コ
ー
ル
ジ
ェ
ル

　
株
式
会
社
ツ
ル
ハ
グ
ル
ー
プ
ド

ラ
ッ
グ
＆
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
西
日
本

（
広
島
市
）

◎
雲
南
市
中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

吉
田
げ
ん
き
米
（
吉
田
町
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
）

　
元
気
フ
ァ
ー
ム
ズ
よ
し
だ

（
吉
田
町
）

お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

証明書発送日
納付日 発送日

令和３年１月１日～
令和３年９月30日

令和３年10月25日～
令和３年11月上旬
発送済み

令和３年10月１日～
令和３年12月31日

２月上旬発送予定

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
名
称
決
定

都
市
計
画
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
４

　
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江

線
の
市
内
に
設
置
す
る
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専

用
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
））
の
名

称
が
名
称
検
討
委
員
会
お
よ
び

（
独
）
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債

務
返
済
機
構
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

【
名
称
】

　
雲
南
加
茂
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ

　
所
在
地
を
明
確
に
示
し
、
分
か

り
や
す
い
名
称
で
あ
り
、「
雲
南
」

を
冠
し
て
あ
る
こ
と
で
全
国
に
雲

暮
ら
し
・
手
続
き

暮
ら
し
・
手
続
き

南
市
を
大
々
的
に
発
信
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

除
雪
状
況
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で 

          

お
知
ら
せ
し
ま
す

建
設
工
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
３

　
今
冬
か
ら
除
雪
状
況
を
雲
南
市

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
で
配

信
し
ま
す
。
お
知
ら
せ
を
確
認
す

る
に
は
、
雲
南
市
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
友
だ
ち
登
録
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
登
録
し
て
、
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

【
登
録
方
法
】

　
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

る
と
友
だ

ち
登
録
で

き
ま
す
。

こ
の
ほ
か

の
登
録
方

法
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
控
除 

　
　
　
　
　
　
　
証
明
書

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
３
年
中
に
納

付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額

を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

（
ハ
ガ
キ
）
が
日
本
年
金
機
構
よ

り
発
送
さ
れ
ま
す
。
発
送
日
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

０
０
４

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

第
２
土
曜
日

９
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で

※�

祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、

年
末
年
始
（
１
月
３
日
ま
で
）

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
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　このあいさつはスペイン語で
「皆さん、こんにちは！」とい
う意味です。今月のマイ・ストー
リーは、私の目で見ている雲南
市についてです。
　雲南市に暮らし始めてもうす
ぐ２ヵ月になります。到着日を
振り返れば、私は「大好きな山

や緑がいっぱいあるなあ」という第一印象でしたが、マイカー
を手に入れて以来、市内を駆け回る機会が増えてきました。
その自由を「ジャン・ポール」なりに過ごそうと思い、学校
訪問活動で生徒に紹介してもらった八重滝にドライブも兼ね
て探索しに行きました。
　トンネルをいくつも抜け、「雲南市ってどこまで広いんで
しょう」と考えてばかりいました。市民の皆さんは雲南市が
６つの町が合併してできていることを当然ご存じでしょうが、

八重滝は市内の掛合町に
あるのに、私が住んでい
る三刀屋町から30分もか
かりました。私の故郷ウェ
ストフィールド市も田舎
ですが、雲南市より小さ
く、広くありません。八
重滝に流れる民谷川の端
に座って自然に浸り、「意
外と大きい」という思い
ではなく、「本当に掛合町
を含めて６つの町の合体
だな」と実感しました。
　８年前初めて日本に来た私は、住まいの名古屋、地元のみん
なが憧れている東京、いつも楽しい大阪、ビルの海のように広
がる都市に見とれていました。今では、大自然がどこまで行っ
ても市内だという、都会とは逆の広がりを感じるまちだからこそ、
空気に和み、緑に癒され、斜面に立つ集落に見とれています。
　当時の私を振り返れば、きっと地方に住む心の準備をして
いなかったかなと思いますが、現在の私はすでに友人に見せ
てあげたい場所や経験をいくつか見つけており、この広い雲
南市にはどんな宝石が潜んでいるのかな、という好奇心を生
み出してくれています。

【問い合わせ先】　政策推進課　☎0854-40-1011【問い合わせ先】　政策推進課　☎0854-40-1011

幸雲南塾2021後期開催
雲南市内の
チャレンジを
応援して
ください!!

雲南市内の
チャレンジを
応援して
ください!!

　今回は、地域を元気にしたい塾生のはじめの一歩を応援するために、「“やりたい”想いの理由を見つける」をテーマ
に開催しました。

　平成23年から始
まり、11年目を迎
える「幸雲南塾」の
後期プログラム第
１回目を11月27日
（土）に開催しまし
た。

　当日は７チーム計10人が参加し、講師から地域で実践すること
の価値修正と実践事例について学びました。続けて、塾生同士で取
り組みたいプランを発表し合い、他のチームのプランの背景を知る
ことを通して、自分のプランへの思いを整理しました。
　今後は塾生同士で情報交換を行いながら取り組みたいプランの試
行・実践を行い、12月18日（土）に第２回目「どうやってをみん
なで考える」をテーマに受講した後、１月22日（土）に市民の皆
さんに向けて自らのプランを発表し、協力者をつくる機会を設ける
予定です。
　社会課題解決に挑戦する塾生の取り組みへの応援をお願いします。

▲八重滝入り口（撮影：ジャンさん）

マイ ストーリーズマイ ストーリーズ
H
オ ラ
ola  t

ト ド ス
odos! 

国際交流員（CIR）スーキ・パチェコ・ジャン・ポールの異文化交流コーナー国際交流員（CIR）スーキ・パチェコ・ジャン・ポールの異文化交流コーナー

▲後期塾生の皆さん

▲グループワークの様子

第２話 「雲南広っ！」「雲南広っ！」



私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

広 告 枠
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お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

【問】情報政策課　☎ 0854 － 40－ 1015

令和２年  国勢調査の集計結果
雲南市の人口・世帯数（確定値）が公表されました
　令和２年 10 月１日を基準日に実施した令和２年国勢調査の結果が公表されましたので、雲南市
分についてお知らせします。
　雲南市の人口は 36,007 人、世帯数は 12,432 世帯となり、５年前の平成 27 年国勢調査と比べて
人口は 3,025 人の減少（減少率 7.8％）、世帯数は 95 世帯の減少（減少率 0.8％）となりました。
　町別にみると、６町とも人口は減少しています。世帯数は加茂町のみ増加し、それ以外の５町は
減少しています。

※産業別、職業別の就業者数や従業地・通学地による各種集計などは、今後順次公表される予定です。
　雲南市分の集計などについては、市ホームページに順次掲載します。

令和２年国勢調査と平成 27年国勢調査の比較

区　　分
令和２年国勢調査 平成 27年国勢調査 人口増減

人口（人） 世帯数（世帯） 人口（人） 世帯数（世帯） 増減数（人） 増減率（％）

雲　南　市 36,007 12,432 39,032 12,527 △ 3,025 △ 7.8

大 東 町 11,432 3,837 12,524 3,839 △ 1,092 △ 8.7

加 茂 町 5,598 1,826 5,939 1,809 △ 341 △ 5.7

木 次 町 8,174 2,897 8,680 2,901 △ 506 △ 5.8

三刀屋町 6,746 2,354 7,245 2,359 △ 499 △ 6.9

吉 田 町 1,511 575 1,706 602 △ 195 △ 11.4

掛 合 町 2,546 943 2,938 1,017 △ 392 △ 13.3

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

長
寿
障
が
い
福
祉
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
２
　

　
傷
病
に
よ
り
お
お
む
ね
６
ヵ
月

以
上
に
わ
た
り
寝
た
き
り
で
、
医

師
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方
の
お

む
つ
代
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
手
続
き
】

　
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
、
確
定
申
告

の
際
に
医
師
が
作
成
し
交
付
す
る

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
場
合
で

あ
っ
て
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
に
係
る
主
治
医
意
見
書
の
記
載

内
容
が
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
医
師
が
作

成
し
交
付
す
る
「
お
む
つ
使
用
証

明
書
」
の
代
わ
り
に
、
雲
南
広
域

連
合
長
が
無
料
で
交
付
す
る
「
お

む
つ
代
医
療
費
控
除
証
明
書
」
を

確
定
申
告
に
使
用
で
き
ま
す
。

【
交
付
対
象
者
】

　
要
介
護
認
定
に
係
る
主
治
医
意

見
書
の
内
容
が
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方

①�
「
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
」
が
「
Ｂ
１
、
Ｂ
２
、
Ｃ

１
、
Ｃ
２
」
の
い
ず
れ
か
で
あ

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。
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育
て
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　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
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情
報

そ
の
他

る
こ
と

②�

「
尿
失
禁
発
生
の
可
能
性
の
高

い
状
態
」
が
「
あ
り
」
で
あ
る

こ
と

【
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の
】

　
印
鑑
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証

【
申
請
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
長
寿
障
が
い
福
祉
課
ま
た
は
各

総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課

要
介
護
認
定
者
の
障
害
者

控
除
認
定
書
の
発
行

長
寿
障
が
い
福
祉
課

☎
０
８
５
４--

40-

１
０
４
２
　

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方
は
、
令
和
３
年
12
月

31
日
現
在
の
認
定
状
況
に
よ
り
、

所
得
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
上
の

障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
認
定
の
基
準
】

　
所
得
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
に

基
づ
き
、
次
の
基
準
に
よ
り
「
障

害
者
控
除
」
ま
た
は
「
特
別
障
害

者
控
除
」
の
対
象
者
で
あ
る
こ
と

を
認
定
し
、
認
定
書
を
発
行
し
ま

す
。
確
定
申
告
の
際
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
た
方

が
令
和
３
年
中
途
で
死
亡
さ
れ

た
場
合
は
、
最
終
の
認
定
状
況

に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

【「
障
害
者
控
除
」
の
対
象
者
】

　
介
護
度
が
要
介
護
１
～
５
の
方

子
育
て・保
健・福
祉

子
育
て・保
健・福
祉

思
い
や
り
駐
車
場
の 

　
　
　 

利
用
者
証
の
交
付
　
　

長
寿
障
が
い
福
祉
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
２

　
島
根
県
で
は
、
県
内
の
公
共
施

設
や
商
業
施
設
な
ど
に
設
置
さ
れ

た
「
身
体
障
害
者
等
駐
車
場
（
思

い
や
り
駐
車
場
）」
を
適
正
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
障
が
い

の
あ
る
方
な
ど
歩
行
が
困
難
な
方

に
利
用
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

【
利
用
で
き
る
方
】

・�

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
方
で
歩

行
が
困
難
な
方

・�

知
的
障
が
い
者
（
療
育
手
帳
の

障
が
い
の
程
度
欄
が
「
Ａ
」）

で
歩
行
が
困
難
な
方

・�

精
神
障
が
い
者
（
精
神
保
健
福

祉
手
帳
の
障
が
い
の
程
度
欄
が

「
１
級
」）
で
歩
行
が
困
難
な
方

・�

一
時
的
な
疾
病
（
骨
折
や
病
気

な
ど
）
に
よ
り
歩
行
が
困
難
な

方
・�

妊
産
婦
（
妊
娠
７
ヵ
月
か
ら
産

後
１
年
間
）

・�

高
齢
者
（
要
介
護
度
１
以
上
認

定
対
象
者
）
で
歩
行
が
困
難
な

方
・�

難
病
患
者
で
歩
行
が
困
難
な
方

【
申
請
方
法
】

　
島
根
県
障
が
い
福
祉
課
、
市
役

所
長
寿
障
が
い
福
祉
課
ま
た
は
各

総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
を
さ
れ

る
場
合
に
は
、
利
用
さ
れ
る
方
の

障
が
い
な
ど
の
状
況
が
確
認
で
き

る
書
類
と
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ

た
返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
）
が

必
要
で
す
。

※�「
思
い
や
り
駐
車
場
」に
利
用
証

で
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
に
係

る
主
治
医
意
見
書
の
「
認
知
症
高

齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
」
が
Ⅱ

ａ
、
Ⅱ
ｂ
、
Ⅲ
ａ
、
Ⅲ
ｂ
　
の
い

ず
れ
か
で
あ
る
方

【「
特
別
障
害
者
控
除
」の
対
象
者
】

①�

介
護
度
が
要
介
護
１
か
ら
５
ま

で
の
方
で
主
治
医
意
見
書
の

「
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
」
が
Ⅳ
、
Ｍ�

の
い
ず

れ
か
で
あ
る
方

②�

介
護
度
が
要
介
護
３
か
ら
５
ま

で
の
方
で
主
治
医
意
見
書
の

「
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
」
が
Ｂ
１
、Ｂ
２
、Ｃ
１
、

Ｃ
２�

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
方

【
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の
】

　
印
鑑
、介
護
保
険
被
保
険
者
証
、

身
体
障
害
者
手
帳（
お
持
ち
の
方
）

・�

１
級
ま
た
は
２
級
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、「
特

別
障
害
者
控
除
」
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
認

定
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・�

３
級
か
ら
６
級
ま
で
の
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

「
障
害
者
控
除
」
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
要
介
護
認

定
状
況
に
よ
り
「
特
別
障
害
者

控
除
」
に
該
当
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

【
申
請
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
長
寿
障
が
い
福
祉
課
ま
た
は
各

総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課

下
水
道
へ
の
接
続
を
！

水
道
局
　
下
水
道
課

☎
０
８
５
４-

42-

３
４
７
１

　
下
水
道
が
利
用
可
能
な
区
域

（
供
用
開
始
区
域
）
内
に
あ
る
敷

地
内
の
浴
室
、
洗
濯
、
ト
イ
レ
、

台
所
、
洗
面
所
な
ど
の
排
水
は
、

下
水
道
法
の
定
め
に
よ
り
遅
滞
な

く
下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
へ
接
続
す
る
こ
と
で
、

悪
臭
や
害
虫
の
発
生
を
抑
え
る
と

共
に
生
活
環
境
や
河
川
、
側
溝
の

水
質
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
単
独
浄
化
槽
や
汲
み
取
り
式

便
所
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は
、

早
め
に
下
水
道
に
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
下
水
道
の
整
備
区
域
外
の
皆
さ

ん
は
、
合
併
浄
化
槽
へ
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。
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そ
の
他

市
営
・
県
営
住
宅
の 

　
　
　
　  

入
居
者
募
集

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-
40-
１
０
６
５

�

◆
市
営
住
宅
な
ど
入
居
者�

【
募
集
期
間
】

　
1
月
５
日
㈬
か
ら
１
月
13
日
㈭

17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
12
月
28
日
㈫
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

【
決
定
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

�

◆
県
営
住
宅
、
公
社
定
住
促
進�

�

　
賃
貸
住
宅

　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

８
時
30
分
か
ら
18
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

令
和
４
年
度
自
治
医
科
大
学 

医
学
部
入
学
者
募
集

健
康
づ
く
り
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
０

　
栃
木
県
に
あ
る
自
治
医
科
大
学

は
、
全
都
道
府
県
が
共
同
で
設
立

し
た
学
校
法
人
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
る
医
科
大
学
で
、
卒
業
後
に

出
身
県
に
戻
り
一
定
期
間
地
域
の

病
院
、
診
療
所
に
勤
務
す
れ
ば
、

授
業
料
な
ど
が
全
額
免
除
さ
れ
る

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ふ
る

さ
と
島
根
の
医
療
を
守
る
と
い
う

気
概
に
あ
ふ
れ
た
方
の
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
１
２
３
人

（
島
根
県
か
ら
は
２
人
か
ら
）

【
第
１
次
試
験
日
】

　
学
力
試
験
：
１
月
24
日
㈪

　
面
接
試
験
：
１
月
25
日
㈫

（
追
試
験
）

　
学
力
試
験
：
１
月
31
日
㈪

　
面
接
試
験
：
２
月
１
日
㈫

【
試
験
会
場
】

　
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も（

松
江
市
）

※
（
追
試
験
）
島
根
県
職
員
会
館

（
松
江
市
）

【
試
験
科
目
】

・�

数
学
（
数
学
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
数

学
Ａ
・
Ｂ
）

・�

理
科
（
物
理
、
化
学
、
生
物
の

う
ち
２
科
目
選
択
）

募
　集

募
　集

を
お
持
ち
で
な
い
方
が
駐
車
す

る
と
、
真
に
必
要
な
方
が
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
適
正
な
利
用
に

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
の 

       

暮
ら
し
を
支
え
ま
す
　

長
寿
障
が
い
福
祉
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
２

　
市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

重
度
化
、
高
齢
化
や
家
族
な
ど
の

死
亡
に
よ
る
社
会
的
な
孤
立
化
を

見
据
え
、
地
域
の
福
祉
事
業
所
な

ど
と
連
携
し
、
障
が
い
の
あ
る
方

の
生
活
を
地
域
全
体
で
支
え
る
体

制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
族
の
病
気
や
事
故
な
ど
「
も

し
も
」
の
時
に
一
時
的
に
施
設
を

利
用
で
き
る
な
ど
適
切
な
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
対

象
と
な
る
方
の
相
談
や
事
前
登
録

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
自
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
方
で

左
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・�

障
害
者
手
帳
（
身
体
、
療
育
、

精
神
）
を
お
持
ち
の
方

・�

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
（
精

神
通
院
）
を
お
持
ち
の
方

・�

指
定
難
病
に
り
患
し
て
い
る
方

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・�

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方

　
担
当
相
談
支
援
専
門
員

・�

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
て
い
な
い
方

　
雲
南
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
き
す
き
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
お
れ
ん
じ
）

☎
０
８
５
４-

47-

７
１
０
１

　出張相談での年金手続き・相談は予約制となります。

【問】市民生活課　☎0854-40-1031

相　談　日 場　　所
１月26日（水）
３月16日（水） 雲南市役所本庁舎２階

予約は「前日（前営業日）までにお願いします」

予約相談開始時間　10:00～14:45（終了予定15:30）

①年金手帳など基礎年金番号の分かるものを準備ください。
② 0852 － 23－ 9540 へ電話をしてください。
③音声案内が流れますので「1」の後に「2」を選択してください。
④担当者に「雲南市役所での出張相談予約」と伝えてください。
⑤担当者の質問に答えてください。

予約ダイヤル
 　   簡単予約
　　   の手順

予約・問い合わせは、
松江年金事務所へお気軽に

0852-23-9540
予約ダイヤル

年　金　出　張　相　談
相　　談相　　談

近
畿
中
国
森
林
管
理
局�

総
務
企

画
部�

企
画
調
整
課

☎
06-

６
８
８
１-

３
４
１
２（
直
通
）

広告募集中

ご希望の方は市役所情報政策課へ連絡ください。
掲載内容は「雲南市市報うんなん広告掲載基準」に基づきます。 情報政策課　☎0854-40-1015

●カラー広告
　表３（裏表紙裏）掲載
　１枠（257㎜×178㎜）60,000円／月（税込み）

●２色刷り広告
　「市役所からのお知らせ」の５段目部分掲載
　１枠（45㎜×180㎜）12,570円／月（税込み）

　半枠（45㎜× 86㎜） 8,380円／月（税込み）

市報うんなんに広告を掲載しませんか。
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口座振替の方は、 前日までに
残高を確認してください。
口座振替の方は、 前日までに
残高を確認してください。

今月の税金
●市県民税（第４期）

●国民健康保険料（第７期）

●後期高齢者医療保険料（第７期）

納期限は１月31日（月）です。

お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

・�

外
国
語
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
、
英
語
表

現
Ⅰ
・
Ⅱ
）

【
出
願
期
間
】

　
１
月
４
日
㈫
か
ら
１
月
19
日
㈬

17
時
必
着
（
１
月
18
日
㈫
の
消
印

有
効
）

【
そ
の
他
】

　
今
年
度
も
追
試
験
日
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
り
患
、
り
患
疑
い
の

た
め
試
験
日
に
受
験
が
で
き
ず
、

追
試
験
当
日
ま
で
に
治
癒
ま
た
は

り
患
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
　

　
詳
細
は
自
治
医
科
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
出
願
先
】

島
根
県
医
療
政
策
課

☎
０
８
５
２-

22-

６
６
８
３

令
和
４
年
度
国
有
林 

　
　
　
　
モ
ニ
タ
ー
募
集

林
業
畜
産
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
０

　
国
有
林
の
事
業
運
営
な
ど
に
つ

い
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご

要
望
を
聞
き
、
国
有
林
野
行
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

【
任
期
】

　
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月

31
日�

ま
で

【
対
象
】

　
県
内
在
住
で
、
森
林
・
林
業
お

よ
び
国
有
林
に
関
心
の
あ
る
成
人

の
方
。

※�

国
会
お
よ
び
地
方
議
会
の
議

員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、
常

勤
の
国
家
公
務
員
は
除
き
ま

す
。

【
応
募
締
切
】
２
月
１
日
㈫

【
詳
細
】

　
募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国
森

林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
左
記
二
次
元

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、「
近
畿

中
国
森
林
管
理
局
　
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

遺
言
の
講
演
会
・
相
談
会

（
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時
開
催
）

総
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
１

　
松
江
地
方
法
務
局
の
主
催
に
よ

り
遺
言
の
講
演
会
・
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
（
予
約
制
、
人
数
制
限

あ
り
）。

【
日
時
】

　
１
月
15
日
㈯
10
時
30
分
か
ら
15

時
30
分
ま
で

【
場
所
】
松
江
テ
ル
サ

【
内
容
】

①�

講
演
会
（
手
話
通
訳
を
行
い
ま

す
）

公
証
人
に
よ
る
講
演

題
目
　�「
最
後
の
贈
り
物
・
安
全

安
心
な
公
正
証
書
遺
言
」

遺
言
書
保
管
官
に
よ
る
講
演

題
目
　�「
遺
言
に
つ
い
て
～
法
務

局
に
お
け
る
自
筆
証
書
遺

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

言
書
保
管
制
度
～
」

②
相
談
会

　
公
証
人
、
司
法
書
士
、
法
務
局

職
員
な
ど
に
よ
る
遺
言
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
（
司
法
書
士
に
つ

い
て
は
相
続
登
記
の
相
談
も
応
じ

ま
す
）。

【
利
用
料
】

　
無
料
（
オ
ン
ラ
イ
ン
の
通
信
費

は
個
人
負
担
）

【
申
し
込
み
期
限
】

　
１
月
11
日
㈫
17
時
15
分
ま
で

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

松
江
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
８
５
２-

32-

４
２
０
０

　（
音
声
案
内
「
５
」）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
２-

32-

２
７
３
５

　soum
u02_m

atsue_m
oj_

　bal@
i.m
oj.go.jp

近畿中国森林
管理局ホーム
ページ

健康づくり政策課　☎0854－40－1040

食 育 日の食 育 日の毎月１９日は

「減塩は　昆布とかつおの　努力賞」
「真っ先に 肉に伸びた手 おばあちゃん」

令和２年度まめなかね川柳入賞作品
1 1 9月 日(水)

近
畿
中
国
森
林
管
理
局�

総
務
企

画
部�

企
画
調
整
課

☎
06-

６
８
８
１-

３
４
１
２（
直
通
）
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お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

令
和
３
年
度 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

木
次
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
８
０

吉
田
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

☎
０
８
５
４-

74-

０
２
１
１

　
宝
く
じ
の
助
成
金
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
）
を
活
用
し
て
２

団
体
が
設
備
の
整
備
を
行
わ
れ
ま

し
た
。

◆
下
熊
谷
ふ
れ
あ
い
会

　
防
災
備
品
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。
停
電
時
に
使
用
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ

投
光
器
、
発
電
機
、
ラ
ン
タ
ン
、

避
難
所
を
開
設
し
た
際
に
使
用
す

る
間
仕
切
り
、
授
乳
室
用
段
ボ
ー

ル
壁
。
そ
の
他
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や

長
靴
等
、
18
品
目
の
備
品
を
購
入

さ
れ
ま
し
た
。

◆
民
谷
地
区
振
興
協
議
会

　
環
境
整
備
用
備
品
と
し
て
、
ま

き
割
り
機
、
発
電
機
、
切
断
機
、

チ
ッ
パ
ー
、
炭
化
炉
を
購
入
さ
れ

ま
し
た
。

　
家
の
裏
山
や
農
地
の
畦
畔
で
支

障
と
な
っ
て
い
た
雑
木
や
竹
の
処

理
に
活
用
し
、
地
域
で
環
境
整
備

に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
で

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な
ど
が
運
営
す
る

施
設
や
設
備
の
整
備
に
対
し
て
助
成

を
行
う
も
の
で
す
。

　
防
災
訓
練
や
災
害
時
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

【問】木次図書館　☎ 0854-42-1021　Fax0854-42-2274
　　　大東図書館　☎・Fax  0854-43-6131
　　　加茂図書館　☎ 0854-49-8739　Fax0854-49-8696

蔵書点検による臨時休館
　市立図書館では、３館で所蔵している約16万冊の資料の状態や並べている場所を確認・整理す
るため、下記の日程で臨時休館します。
　また、この期間中に書棚や資料の移動なども行います。ご不便をお掛けしますが、ご協力よろし
くお願いします。

　【大東図書館】１月２4日（月）～ 2月　4日（金）
　【加茂図書館】１月２4日（月）～ 2月　7日（月）
　【木次図書館】２月　７日（月）～２月 24日（木）

　休館期間中の本の返却は返却ポスト、開館している市立図書館、加茂文化ホールラメール、木次
経済文化会館チェリヴァホール、三刀屋文化体育館アスパル、三刀屋・吉田・掛合総合センター窓
口にお願いします。
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お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

早
稲
田
大
学
留
学
生 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
中
止

地
域
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
１
３

　
２
月
か
ら
３
月
ま
で
に
予
定
し

て
い
ま
し
た
第
37
回
「
早
稲
田
大

学
留
学
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業
」

は
、
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
よ
り
、
早
稲
田
大
学

の
９
月
来
日
予
定
の
留
学
生
受
け

入
れ
自
体
が
中
止
さ
れ
て
い
る
た

め
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

雲
南
市
国
際
文
化
交
流
協
会

☎
０
８
５
４-

43-

４
０
１
６

社会教育課　☎0854-40-1073

月16日（日）1
うんなん家庭の日
雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

毎月第３日曜日は

市立図書室の利用案内市立図書室の利用案内

市立図書館の利用案内市立図書館の利用案内

三刀屋図書室（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週月曜日、祝日の翌日

吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：8:30～17:00
　休 館 日：毎週土・日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：8:30～17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

市立図書館
ホームページ

木次図書館　☎0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 １月の休館日１月の休館日  毎週月曜日、年始休館：1日(土) ～3日(月)、振替休館日：11日（火）、図書整理日：2月1日(火）
 イベント案内イベント案内  ☆よみかたりのじかん　20日（木）14:30～（要予約）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館　☎0854-43-6131　開館時間：10:00～18:00
 １月の休館日１月の休館日  毎週金曜日、年始休館：1日(土) ～3日(月)、10日(月・祝)、図書整理日：31日(月)
 　　　　　　　臨時休館：1月24日（月）～２月４日（金）（蔵書点検のため）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館　☎0854-49-8739　開館時間：10:00～18:00
 １月の休館日１月の休館日  毎週木曜日、年始休館：1日(土) ～3日(月)、10日(月・祝)、図書整理日：31日(月)
 　　　　　　　臨時休館：1月24日（月）～２月７日（月）（蔵書点検のため）

▼青
あお

柳
やぎ

碧
あい

人
と

「むかしむかしあるところに、やっぱり死
し

体
たい

がありました。」▼秋
あき

川
かわ

滝
たき

美
み

「きよのお江
え

戸
ど

料
りょ

理
うり

日
にっ

記
き

 ②」▼朝
あさ

比
ひ

奈
な

あすか「翼
つばさ

の翼
つばさ

」▼大
おお

崎
さき

 梢
こずえ

「バスクル新
しんじゅく

宿」▼川
かわ

口
ぐち

俊
とし

和
かず

「さよならも言
い

えないうちに」▼小
こ

池
いけ

真
ま

理
り

子
こ

「神
かみ

よ憐
あわ

れみたまえ」
▼坂

さか
井
い

希
き

久
く

子
こ

「色
いろ

いでにけり」▼桜
さく

木
らぎ

紫
し

乃
の

「ブルース R
レ ッ ド
ed」▼辻

つじ
村
むら

深
み

月
づき

「闇
やみ

祓
はら

」▼西
にし

  加
か

奈
な

子
こ

「夜
よ

が明
あ

ける」▼道
みち

尾
お

秀
しゅうすけ

介
「Ｎ

エヌ
」▼南

みなみ
 杏

きょ
子
うこ

「ヴァイタル・サイン」▼宮
みや

城
ぎ

谷
だに

昌
まさ

光
みつ

「三
さん

国
ごく

志
し

名
めい

臣
しん

列
れつ

伝
でん

　魏
ぎ

篇
へん

」▼硝
がら

子
す

町
まち

玻
は

璃
り

「出
いず

雲
も

のあやかしホテルに就
しゅう

職
しょく

します」▼柚
ゆ

月
づき

麻
あさ

子
こ
「らんたん」▼曽

そ
野
の

綾
あや

子
こ
「90 歳

さい
、こんなに長

なが
生
い

きするなんて。」▼養
よう

老
ろう

孟
たけ

司
し
「Ａ

エー
Ｉ
アイ

支
し

配
はい

でヒトは死
し

ぬ。」
▼岩

いわ
本
もと

美
み

砂
さ

子
こ

「百
ゆ

合
り

子
こ

とたか子
こ

」▼森
もり

  毅
つよし

「森
もり

 毅
つよし

ベスト・エッセイ」▼内
うち

田
だ

正
しょ

治
うじ

「タクシードライバーぐるぐる日
にっ

記
き

」▼下
しも

條
じょう

正
まさ

男
お

「竹
たけ

島
しま

Ｖ
ヴイ

Ｓ
エス

独
とく

島
ど

」▼ビル・ゲイツ「地
ちき

球
ゅう

の未
み

来
らい

のため僕
ぼく

が決
けつ

断
だん

したこと」▼白
しら

石
いし

あづさ文
ぶん

・写
しゃ

真
しん

「お天
てん

道
と

様
さま

は見
み

てる
尾
お

畠
ばた

春
はる

夫
お

のことば」▼新
にい

津
つ

春
はる

子
こ

「１か月
げつ

に１回
かい

物
もの

を動
うご

かせば家
いえ

はキレイになる」▼ジェフリー・ディーヴァー「魔
ま

の山
やま

」▼
ドゥニ・カンブシュネル「デカルトはそんなこと言

い
ってない」▼村

むら
田
た

幸
こう

紀
き

「わが子
こ

が将
しょうらい

来お金
かね

に困
こま

らない人
ひと

になる『お小
こ

遣
づか

い』のルール」▼中
なか

原
はら

麻
ま

衣
い

子
こ

「いまさら聞
き

けない箸
はし

の持
も

ち方
かた

レッスン」▼栗
くり

原
はら

  友
とも

「ひとりぶん、ふたりぶん刺
さし

身
み

パックで
さかなつまみ」▼西

にし
川
かわ

栄
たか

明
あき

「板
いた

目
め

・柾
まさ

目
め

・木
こ

口
ぐち

がわかる木
き

の図
ず

鑑
かん

」▼ベスクリニック監
かんしゅう

修「おうちメンタルケア入
にゅうもん

門」▼高
たか

尾
お

美
み

穂
ほ

「いちばん親
しん

切
せつ

な更
こう

年
ねん

期
き

の教
きょ

科
うか

書
しょ

」▼寺
てら

田
だ

理
り

恵
え

子
こ

「『毎
まい

日
にち

音
おん

読
どく

』で人
じん

生
せい

を変
か

える」▼杉
すぎ

谷
たに

範
のり

子
こ

「知
ち

識
しき

ゼロからの空
あ

き
家
や

対
たい

策
さく

」▼北
きた

村
むら

紗
さ

衣
え

「批
ひひ

評
ょう

の教
きょうしつ

室」

新着の本（抄）
市内図書館どこでも借りることができます。
貸し出し中の場合は予約(取り寄せ含む)ができます。各館へ問い合わせください。

図 書 館 だ よ り
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人　口･･ 36,425人（－91人）

世帯数･･ 13,618世帯（－34世帯）
令和３年12月１日現在（先月比）

女　性･･ 18,847人（－41人）

男　性･･ 17,578人（－50人）

I N F O R M A T I O N

この印刷物は環境に
配慮し、大豆油にか
わり米ぬか油を使用
したライスインキで
印刷しています。

令和4年雲南市消防出初式
 と　き  １月９日（日）
	 9:30～式典　　11:00～一斉放水
 ところ  式　　典：三刀屋文化体育館アスパル
	 一斉放水：三刀屋川河川敷
 【問】くらし安全室　☎0854-40-1027

幸雲南塾2021冬の陣　最終報告会
 と　き  １月22日（土）13:00～
 ところ  雲南市役所２階会議室
 参加料  無料
 【問】政策推進課　☎0854-40-1011

　掲載している各種イベント・教室などについて、新型コロナウ
イルスの感染拡大防止、感染予防のため中止・延期となる可能性
があります。開催などの詳細は各問い合わせ先に確認ください。

◀

　雲南神楽フェスティバル中止のお知らせ　
　新型コロナウイルス感染症の感染予防の観点から中止します。
	 　　【問】観光振興課　☎0854-40-1054

雲南市消費生活センター　☎０８５４－４０－１１２３ FAX０８５４－４０－１０３９相談・問い合わせ・出前講座依頼先

くらしの消費生活窓口

　市では、市民の皆さんが安全で安心して暮らせる地域社会づくりをめざして「雲南市
消費生活センター」に消費生活相談員を配置しています。
　「強引に勧誘され契約してしまった」、「高額過ぎる請求が来た」、「これって架空請求？」
といった相談が多く、消費者を取り巻く環境はますます多様化しています。
　ものやサービスの売買に関する消費者の相談に乗り、解決や被害防止に導くことが、
消費生活相談員の役割です。

雲南市消費生活センター！
―市民の皆さんからの相談に応じている消費生活相談員―

相談員の役割
●消費者に助言する
　電話や窓口で相談を受け付け、トラブルの解決策や
事業者との交渉など、対処方法の助言を行います。
●事業者と交渉する
　若者や高齢者など、自力で事業者と交渉することが
難しい場合があります。必要に応じて、事業者側と交
渉をします。

不安なことなどがあれば、ぜひ相談してください。
相談は消費者ホットライン「局番なしの１

い や や
８８」です。

●消費者に啓発する
　社会変化に伴い、消費者トラブルも多様化します。
最新の事例に基づいて、消費者に正しい情報を伝え、
被害を未然に防ぎます。
●公正な社会を構築する
　消費者被害の回復や未然防止を目的として、日々
発生するトラブルを解決しながら、正しい契約や取
引が行われる公正な社会の構築に貢献します。


